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西
新
殿
在
住
の
安
齋
市
郎
さ
ん
は
、

四
十
年
近
く
、
冬
に
約
二
千
個
の
彼

岸
花
を
手
作
り
し
て
い
ま
す
。
「
繊

細
な
手
仕
事
が
職
人
技
」
と
評
判
の

安
齋
さ
ん
に
彼
岸
花
作
り
を
始
め
た

き
っ
か
け
や
今
後
の
抱
負
、
岩
代
の

思
い
出
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

「
毎
年
、
彼
岸
花
を
手
作
り

し
て
い
ま
す
。
年
々
作
業
が

き
つ
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

待
っ
て
い
て
く
れ
る
人
が
い

る
限
り
続
け
て
い
き
ま
す
」

◆

彼
岸
花
作
り
の
き
っ
か
け

西
新
殿
で
生
ま
れ
育
ち
、
近
所
の

人
か
ら
は
「
桶
屋
の
市
郎
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
た
し
か
十
八
歳
の

頃
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
道
久
内
に

あ
る
母
の
実
家
に

行
っ
た
際
、
造
花

の
彼
岸
花
が
た
く

さ
ん
飾
っ
て
あ
る

の
を
見
て
「
自
分

も
で
き
る
か
も
」

と
思
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
彼
岸
花
作
り
を
始
め
ま

し
た
。
そ
し
て
二
十
歳
に
な
る
ま
で

の
約
二
年
間
、
バ
イ
ク
で
彼
岸
花
を

売
っ
て
回
っ
て
小
遣
い
稼
ぎ
を
し
ま

し
た
。
パ
チ
ン
コ
代
に
消
え
ま
し
た

が
（
笑
）
。

Q＆A形式で

安齋市郎さんの人となりを紹介

～
集
落
支
援
員
だ
よ
り

※市WEBではカラー刷「かわら版」を掲載中。⋘二本松市岩代集落支援員だより⋙と検索又は上の題字下QRコードにアクセス下さい。

▲花びらを形作る様子は職人技。

◆

現
在
ま
で
の
軌
跡
に
つ
い
て

商
売
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
二

十
歳
の
頃
に
親
戚
を
頼
っ
て
上
京
し

ま
し
た
。
豆
腐
屋
や
乾
物
屋
、
八
百

屋
な
ど
色
々
な
店
で
働
き
、
土
建
業

や
力
仕
事
に
も
就
き
ま
し
た
。
四
十

歳
の
頃
、
仕
事
中
の
事
故
が
原
因
で

片
目
を
失
明
。
や
む
な
く
岩
代
へ
帰

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

実
家
で
は
家
族
み
ん
な
で
農
業
を

営
ん
で
生
計
を
立
て
て
い
ま
し
た
が
、

冬
に
な
る
と
手
が
空
く
の
で
、
彼
岸

▲川で魚を捕ったのが
楽しい思い出だそう。

花
を
作
っ

て
小
遣
い

稼
ぎ
を
し

よ
う
と
思

い
立
ち
ま

し
た
。
以
来
、
「
今
年
も
作
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
周
り
の
声
に
励
ま
さ

れ
て
、
作
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

◇
「
岩
代
の
匠
」
紹
介
◇

安齋市郎さんに岩代の思い出や日常で気をつけていること、
座右の銘、休日の過ごし方などを伺いました。人となりが
伝わるとても楽しい内容です。

▲薪ストーブのある作業小屋で作業をしています。

▲1枚1枚の花びらが繊細です。

◆

制
作
の
苦
労
や
抱
負
は
？

彼
岸
花
作
り
で
は
、
一
本
の
木
か

ら
無
数
の
花
び
ら
を
形
作
っ
て
い
く

作
業
が
最
も
大
事
で
、
出
来
栄
え
の

良
し
悪
し
を
決
め
ま
す
。
材
料
と
な

る
木
は
色
々
あ
り
ま
す
が
、
主
に
柳

や
水
の
木
、
コ
ゴ
メ
ウ
ツ
ギ
、
モ
ミ

ジ
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
を
使
用
。
そ
れ
ぞ

れ
硬
さ
や
性
質
が
違
う
の
で
、
力
の

入
れ
具
合
も
微
妙
に
変
え
な
け
れ
ば

▲鍛冶屋に特注した

独自の工具類で花び
らを形作ります。

▲

Q.岩代の思い出は？
➡自分は男兄弟３人ですが、１台の自転車に乗って太郎田
にある川で魚を捕ったのが一番の思い出です。川魚はあま
り好きではなかったのですが、母が大好きで喜んでくれた
んです。釣りをしたり水中メガネを使ってもぐったり、本
当に楽しかったですね。

Q.人生の中で一番嬉しかったことは？
➡10代の頃から大のギャンブル好き（笑）。なので競馬で
大穴を当てたときは興奮しました。昔ほどではないですが、
今もたまにですが競輪に通っています。

Q.岩代の好きな風景は？
➡「ふるさとの山」と聞かれたら、
自宅近くの高台から見える羽山が
まず浮かびます。羽山の上に雲が
かかると翌日雨が降ると子どもの
頃に教えられ、毎日眺めるのが習
慣になっています。

Q.好きな言葉は？
➡やっぱり「勝つか負けるか」です
ね。賭け事で大きく当てたときは、
天下を取った気分でした（笑）。

な
ら
ず
技
が
必
要
で
す
。

彼
岸
花
作
り
と
い
っ
て
も
、
木
を

伐
っ
て
運
ん
で
く
れ
る
人
、
穴
を
あ

け
て
く
れ
る
人
な
ど
、
他
に
も
色
々

な
作
業
が
必
要
で
、
隣
人
知
人
の
手

助
け
が
あ
っ
て
今
ま
で
続
け
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
本
当
に
あ
り
が

た
い
で
す
。
周
囲
の
人
た
ち
と
の
共

同
作
業
で
完
成
す
る
彼
岸
花
で
す
が
、

い
つ
の
日
か
「
こ
れ
だ
」
と
自
分
が

満
足
で

き
る
彼

岸
花
を

作
れ
る

よ
う
に

な
り
た

い
で
す

ね
。
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※地域の話題がありましたら、岩代地域集落支援員 電話６５－２７７７までご連絡ください。

▲詳細は上のQR
コードから確認を

訪問記

色を眺めていたんだ」等、
雄大な眺めに感動の声が。

▲国の天然記念物の下でマル
シェを開催します（令和7年度
市民との協働による地域づ

くり支援事業）

他
に
も
困
っ
て
い
る
こ
と
や
将
来

の
不
安
、
気
が
か
り
な
点
な
ど
が
話

し
合
わ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

懇
談
会
終
了
後
は
、
懇
親
会
を
開

催
し
、
前
向
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有

す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

～二本松市合併20周年記念＆岩代小浜の
歴史と文化を護る会創立10周年特別企画～

令
和
七
年
度

第
ニ
回

岩
代
地
域
行
政
委
員
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た「岩代小浜の歴史と文化を護る会」と岩代

観光協会がコラボし、令和6年12月から検証
会（机上・実地検証）を行ってきた同プロ
ジェクトでは、宮森城から粟ノ須までのルー
トを確定。さらに事件当日、小瀬川で鷹狩を
していた伊達政宗が辿った道も確定し、昨年
11月に武者姿で当時の様子を再現する実写
撮影会を行いました。
ドローン撮影も行われ、臨場感あふれる内
容に完成した再現映像の発表会を下記の通り
開催します。ぜひ、ご来場ください。

▲懇談会には16人の行政委員が参加。岩代支所職員はもちろん新
殿住民センターや旭住民センターの所長をはじめ市教育委員会から
も職員を招いて議題について回答する形をとりました。

～杉沢の大杉でマルシェが開催されます！～

♡いわしろ あづまっぺマルシェ♡

一昨年10月に合戦場のしだれ桜の下で開催さ
れたマルシェに続いて、第２回目のマルシェ
が杉沢の大杉公園で開催されます。詳細は下
記の通りです。

“粟ノ須の変”実地検証

“僕ら”が考える
「宮森城から粟ノ須まで」の道 発表会

★日時：令和8年3月15日（日）10：00～
★場所：岩代総合文化ホール
★発表内容：“僕ら”が考える「宮森城から粟

ノ須まで」の道

★参加費：入場無料

※特別上映として、「岩代おじさん ものま
ねタレント沙羅がナビする！笑って癒され
る韓国」を放映します。お楽しみに！

去
る
一
月
三
十
日
（
金
）
午
後
三

時
か
ら
岩
代
支
所
二
階
大
ホ
ー
ル
で

岩
代
地
域
行
政
委
員
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

行
政
委
員
と
支
所
職
員
と
の
懇
談

会
は
、
令
和
六
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

取
り
組
み
で
、
行
政
区
が
抱
え
る
課

題
の
共
有
と
解
決
へ
の
協
議
を
す
る

場
と
し
て
い
ま
す
。
懇
談
会
に
先
立

ち
、
行
政
委
員
の
皆
さ
ま
に
懇
談
し

た
い
テ
ー
マ
や
議
題
を
挙
げ
て
い
た

だ
く
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は

十
三
の
行
政
区
か
ら
次
の
よ
う
な
内

容
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

★日時：3月8日 11時～15時
★入場無料・小雨決行
★主催：いわしろMaison
★後援：岩代観光協会、あだ

たら商工会、杉沢行政区、
合戦場のしだれ桜保存会、
道の駅さくらの郷

◆
義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て
◆
小
中

学
校
統
合
に
伴
う
道
路
整
備
に
つ
い

て
◆
『
岩
代
の
昔
話
』
の
広
報
◆
小

浜
川
河
川
改
修
計
画
に
つ
い
て
◆
地

域
役
員
の
役
職
数
と
そ
の
構
成
に
つ

い
て
◆
行
政
区
内
の
行
事
に
つ
い
て

◆
人
口
減
解
決
に
向
け
て
の
取
り
組

み
◆
行
政
区
の
課
題
＆
活
性
化
へ
の

歩
み
◆
公
共
交
通
に
求
め
る
こ
と
＆

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
に
つ
い
て

◆
国
道
市
道
に
掲
示
し
て
い
る
議
員
、

政
党
の
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
◆
高
齢

者
世
帯
の
集
会
等
出
席
免
除
年
齢
に

つ
い
て
◆
地
域
の
声
へ
の
回
答
に
つ

い
て
◆
熊
対
策
に
つ
い
て


